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      ―『東北帝国大学新聞』掲載の布施辰治執筆記事を事例に― 
補論では、本論文の基礎ともなっている石巻文化センター布施辰治関係資料の所在状況
について述べるとともに、同センター所蔵資料に残されている『東北帝国大学新聞』に布
施が寄稿した記事を紹介した。一九三六年一〇月二六日に創刊された『東北帝国大学新聞』
は創刊号しか現物が残されておらず、石巻文化センターに所蔵されていた資料はたとえ新
聞切り抜きであっても、東北大学史の観点から見ても貴重な資料である。 
 
終 章 
 終章では、本論文の各章での成果をまとめるとともに、全体的な論点を提示した。 
一九二〇年代の普選―治安維持法体制の成立は、社会運動に関わる弁護士らの分化を促
進した。それは二〇年代前半の自律的な活動を通した社会運動内での主導性の一定の高ま
りを前提とする高進のなかでの現象であるが、多くの弁護士は社会実践のなかでの現行法
＝近代法の限界性を意識していた。 
 これが普選への期待とあいまって、「政治」による社会矛盾の是正への志向性＝現代法化
を促すと同時に、「法曹」としての自律性を掘り崩していくことをも一面で促進した。治安
維持法による新たな秩序の枠が設定されたことによって、この分化はさらに固定化されて
いくこととなった。それでも市民的自由の擁護の努力が続けられたが、それは最終的に挫
折することとなり、こうしたなかで、三〇年代以降の自由権と社会権をめぐる動きは進行
していった。こうしたなかで、布施辰治や『法律戦線』に集うグループは、社会の具体的
要求に根ざして合法地点からの社会的連帯を志向し、法創造を目指していった試みといえ
るだろう。それが仮に制定法に直結しなくとも、社会的権利にせよ、自由の擁護にせよ、
その実現を社会の自律的な動きに重きを置いたものだったといえる。ただし、やはりこれ
も当時の時代状況のなかでは治安維持法体制下における合法の枠の縮減のなかでの努力で
あったと言わざるを得ない。 
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 また、終章では本論文の課題として、戦前の人権擁護を社会の広がりや深みのなかでと
らえていくこと、布施辰治の戦時中・戦後の思想と行動について検討していくことをあげ、
後者については戦後の活動や布施の憲法私案に触れ、戦後民主主義への展望を示した。 
 
